
⑵

満
卒
寿
同
期
会
を
昨
年
開
催
し

ま
し
た
。

一
昨
年
５
月
卒
寿
同
期
会
を
開

き
、
こ
の
集
い
が
最
後
で
あ
ろ
う

と
思
っ
て
居
ま
し
た
が
、
又
逢
お

う
と
の
事
に
て
昨
年
も
同
じ
条
件

で
開
き
ま
し
た
。

集
っ
た
面
々
は
前
回
よ
り
２
名

（
地
元
）
少
な
い
乍
ら
い
つ
も
の

常
連
で
少
人
数
（
写
真
の
如
く
）

に
も
拘
わ
ら
ず
大
変
盛
り
上
が

り
、
時
の
経
つ
の
も
構
わ
ず
予
定

時
間
を
大
き
く
超
過
し
、
恒
例
の

校
歌
斉
唱
も
せ
ず
に
終
わ
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

向
後
は
「
昭
一
三
会
便
り
」
で

も
発
行
し
て
お
互
い
に
生
き
て
居

る
証
に
し
よ
う
か
と
言
う
事
に
な

っ
た
も
の
の
、
し
か
し
内
心
白
寿

を
目
指
し
て
居
る
向
き
も
否
め
な

い
雰
囲
気
も
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
田
村　
　

甫
）

例
年
通
り
「
い
ち
ご
会
」
を
開

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は

八
尾
市
か
ら
大
前
恒
夫
君
が
出
席

し
て
く
れ
て
、
話
が
は
ず
み
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
他
界
さ
れ
た
方
は

日
笠
恒
久
・
岐
部
富
久
水
、
以
上

２
名
の
よ
う
で
す
。
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
お
互
い
健

康
に
留
意
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
今
年
の
出
席
者
は
写
真
前
列

左
か
ら
、
大
前
・
黒
瀬
・
日
下
・

後
列
左
か
ら
藤
家
・
長
井
・
岡

本
・
辻
の
他
松
田
の
８
名
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
辻　
　

五
朗
）

東
京一

年
ぶ
り
の
再
会
を
祝
し
、
各

人
近
況
報
告
、
歓
談
。
寺
山
宏
君

か
ら
「
邪
馬
台
国
か
ら
日
本
国
誕

生
の
道
程
」（
６
７
０
頁
）
を
９
月

に
発
刊
し
た
旨
報
告
あ
り
。
彼
は

東
大
理
学
部
生
物
化
学
科
教
授
、

専
門
は
が
ん
の
生
化
学
。
古
希
を

迎
え
日
本
古
代
史
、
特
に
吉
備
国

に
つ
い
て
独
り
本
格
的
研
究
を
始

め
て
20
年
、
今
回
の
出
版
と
な
っ

た
。
然
し
な
が
ら
こ
の
会
の
一
ヶ

月
後
に
急
逝
さ
れ
た
。
彼
の
業
績

に
敬
意
を
表
し
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
辻　
　

高
弘
）

牛
歩
会
有
志
総
会

桜
花
爛
漫
の
庭
園
を
バ
ッ
ク
に

記
念
撮
影
。
次
い
で
テ
ー
ブ
ル
を

囲
ん
で
乾
杯
。
会
食
中
も
恩
師
・

旧
友
の
消
息
等
を
廻
っ
て
話
に
花

が
咲
き
、
今
回
の
東
日
本
大
震

災
・
津
波
・
原
発
事
故
・
風
評
被

害
の
話
題
も
出
て
、
我
々
世
代
が

昭
和
20
年
の
敗
戦
・
平
成
７
年
の

阪
神
淡
路
大
震
災
の
事
例
か
ら
現

昭
和
十
三
年
卒

昭

一

三

会

昭
和
十
五
年
卒
・
十
四
年
修

い

ち

ご

会

昭
和
十
八
年
卒
・
十
七
年
修

岡
山
一
中
牛
歩
会
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皆
様
に
は
日
頃
か
ら
同
窓
会

運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
「
東

日
本
大
震
災
」
は
、
未
曾
有
の

地
震
津
波
災
害
で
し
た
が
、
被

害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
に
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
中
に
も
東
北
地
方
、
千

葉
、
茨
城
県
を
含
む
関
東
地
方

に
多
数
の
方
々
が
居
住
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
無
事
と
一
日
も

早
い
復
興
と
安
全
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

1
月
26
日
母
校
の
正
門
並
び

に
校
地
を
囲
む
石
積
、柔
道
場
、

東
書
庫
、
西
書
庫
、
4
件
が
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
、
文
化
庁
か
ら
、「
こ
の
建

造
物
は
、
貴
重
な
国
民
的
財
産

で
あ
る
」
と
銘
記
さ
れ
た
重
厚

な
プ
レ
ー
ト
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
伝
統
校
と
し

て
の
重
み
が
一
層
増
し
ま
し
た
。

　

四
季
折
々
の
変
化
を
楽
し
め

る
学
園
に
あ
っ
て
、
東
西
書
庫

と
並
ぶ
創
立
90
周
年
記
念
事
業

で
建
て
た
同
窓
会
館
も
存
在
感

が
出
て
同
窓
生
の
絆
も
強
ま
る

こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

3
月
1
日
の
同
窓
会
入
会
式

で
は
、
３
１
９
名
の
新
卒
業
生

を
迎
え
ま
し
た
。
恒
例
に
な
っ

て
お
り
ま
す
岡
山
で
の
総
会

は
、
岡
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

11
月
19
日
の
土
曜
日
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
本
年
の
当
番
学
年
、

昭
和
34
、
44
、
54
、
平
成
元
年
、

11
年
卒
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

頂
い
て
お
り
ま
す
。
大
勢
ご
参

加
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
又
、
岡
山
で
の
ゴ
ル

フ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、
東
京

で
の
京
浜
同
窓
会
、
大
阪
で
の

近
畿
同
窓
会
、
学
年
同
期
会
、

部
活
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
会
等
機
会
が

あ
れ
ば
ご
参
加
頂
き
た
く
思
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
同
窓
会
活
動
に

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶�

同
窓
会
理
事
長　

髙
祖
日
出
夫


